
Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅
西
口
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
で
き
ま
し
た

　

市
で
は
、
Ｊ
Ｒ
３
駅
（
小
金

井
駅
、
石
橋
駅
、
自
治
医
大
駅
）

を
中
心
と
し
た
「
下
野
市
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
特
定
事
業
計

画
」
を
策
定
し
、
す
べ
て
の
人

が
公
共
交
通
を
円
滑
か
つ
安
心

し
て
利
用
で
き
る
こ
と
を
目
的

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
Ｊ
Ｒ
自
治
医
大

駅
西
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
完

成
し
、
12
月
３
日
、
竣
工
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
Ｊ
Ｒ
３

駅
の
東
西
口
及
び
駅
構
内
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

下
野
市
は

「
日
本
一
市
民
が
ト
ウ
サ
ワ

ト
ラ
ノ
オ
を
守
る
ま
ち
」

　

11
月
22
日
、
南
河
内
公
民
館

に
お
い
て
下
野
市
ト
ウ
サ
ワ
ト

ラ
ノ
オ
保
存
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
保
存
会
設
立
以
来
２
回
目

と
な
る
総
会
で
は
、
今
後
も
引

き
続
き
東
根
自
治
会
と
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ

ノ
オ
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
を

改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
に
は
栃
木
県
立
小

山
北
桜
高
等
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
に
よ
り
、
ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ

ノ
オ
が
下
野
市
で
発
見
さ
れ
て

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
行
っ
た

研
究
成
果
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
校
の
小
林
先
生

か
ら
「
地
元
の
方
々
の
努
力
は

誇
る
べ
き
も
の
で
、
下
野
市
は

〝
日
本
一
市
民
が
ト
ウ
サ
ワ
ト

ラ
ノ
オ
を
守
る
ま
ち
〞
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。」
と
評
し

て
い
た
だ
き
、
保
存
会
の
皆
さ

ん
は
、
ト
ウ
サ
ワ
ト
ラ
ノ
オ
の

保
存
・
生
息
地
の
保
全
に
向
け

て
ま
す
ま
す
士
気
が
高
ま
っ
た

よ
う
で
し
た
。

人
権
擁
護
委
員（
再
任
）

の
ご
紹
介

　

1
月
1
日
付
け
で
、
中
川

賢
一
氏
、
布
袋
田
正
孝
氏
、

津
野
田
久
江
氏
、
永
山
登
志

子
氏
の
４
名
が
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
氏
に
は
平
成
10
年
よ

り
、
布
袋
田
氏
、
津
野
田
氏
、

永
山
氏
に
は
平
成
20
年
よ
り
、

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権

擁
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
も
活
発
な

活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権

に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
、
相
談

所
で
定
期
的

に
相
談
を
お

受
け
す
る
ほ

か
、
電
話
等

で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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国
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